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1.宮古方言研究の意義 (序にかえて)

1.1.琉球王国の崩壊と琉球方言の変容

沖縄収の沖縄諸島､宮古諸島､八重山諸島､鹿児島県の奄美諸島のよっつの諸島を

給弥して琉球列島とよぷことがあります｡大′J叫了の有人の島々からなる琉球列島で伝

統的にはなされてきた言語は､基礎語嚢をふくむおおくの単語が日本請 (本土方言)

と共通であり､日本語とのあいだには翻 り的な音鵠対応がみられますし､文法論的に

みても､非常におおくの形態論的な､あるいは､構文論的な特徴を共有していて､系

総論的にみて口本譜とふかい関係にあり､共通の祖語 (日本祖語)から分岐したもの

であることはうたがいありません｡

日本の万古学者､国語学者たちのおおくは､この地域ではなされてきた言語を ｢琉

抑 ｣とよぴならわしてきました｡しかし､琉球列島は､本土から地理的にとおく

はなれ､ながい時間､日本本土とは別の歴史をあゆんでいました.1429年に尚巴志が

琉球を統一し､その後珊球王国は1879年までつづきました｡日本本土はもとより中国

との貿易がさかんで､さまざまな文化がはいってきましたが､ことばのうえで両国か

らの決起的な影響をうけることなく､琉球方言独自の変化､発展をとげました｡その

ために､本土方言と琉球方言とではたがいに意志の疎通をまったくはかれないほどに

おおきくことなるものとなりました｡そのために､この地域ではなされてきた言語を

｢琉球方言｣とよばず､ ｢琉球語｣とよぶ研究者もすくなくありません｡

日本語渚方言が本土方言と琉球方言のふたっの大方言におおきく区分されることは､

学界でも承認されていますが､琉球方言がはなされている琉球列島の総面積は､日本

の国土面敬の約1%しかしなく､そこに住む人々の数も日本の人口の約 1%にすぎま

せん｡しかし､琉球列島の北端の喜界島を仙台市あたりに位置させると､奄美大島が

山形市あたり､沖縄本島の那覇市は長野県の松本市､宮古島が京都市と大阪市の中間

くらいに位置し､最西端の与那国島は岡山市と広島市の中間くらいに位置することに

なります.]ひく東島､南大東島は､那覇から東に250キロメートルの太平洋上に位

置するため､本州からはみだしてしまいます.このような広大な海域に島々がたくさ

ん点在しているために､琉球方言内部の方言差は非常に大きく､青森県の津軽方言と

鹿児島県の薩隅方言のあいだにある違いよりも大きいという研究者もいます｡
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たとえば､奄美大島方言には/i//'i//e//芭//a//o//u/の7個

の短い母音があり､それと音色を同じくする長い母音があります｡すなわち､母音の

長短を区別しています｡それに対して､与那国島方言は､原則として母音の長短を区

別せず､しかも､音韻論的には母音が/a//i//u/の3個しか存在しません｡

また､宮古諸島のなかの大神島の方言には/p, t,k,f,V.S,m,∩,r,

j/の10個の子音しかありません｡この大神島方言には､破裂音において有声/撫

声の区別がなく､しかも､扮音節をもたないのです｡それに対して､奄美諸島の中の

詩 鈍 方 言 の 子音は､有声/無声の対立だけでなく､喉敢/非喉頭の対立があり､直音

と物音の区別をもっています｡口蓋音化していない子音 (直音節をっくる子音)だけ

で24個の子音を有する方言です｡

無声の非喉頭化子音 / - t k c s h/

無声の喉頭化子 音 / 'p ?t 9k c' - ?/

有声の非喉藤化子音 / b d g z - ' m ∩ r w j/

有声の喉頭化子音 / 一 一 一 一 一 一 7m 7∩ - 7W ?j/

琉球方言の最小の単位は､ ｢シマ｣と方言でよばれる村落共同体です｡梅蝿ないい

方をすると､琉球方言はシマごとにちがうともいえます｡そのシマごとの微妙な方言

差に土地の人々は非常に敏感です｡宮古島と石垣島の中間に位把する多良間瓜は､塩

JlJt伸筋のふたっの漁港からなる砧です｡現在の塩川と伸筋の災満は隣はしていて､

その境界は､払外の人にまったくわからないほどに入りくんでいますoLかし､ふた

つの貼落の方言差は､明確です｡

そのような村落共同体社会が維持されたのは､琉球T_IfqI)馴℃の政的､枝折的煩人出

によっています｡ ｢人頭税｣とよばれる税制に代滋されるように､支配背比腿民を-Jニ

地に終りつけて管理していました｡このようなシマ祉会のなかで､地所ごとに､そし

て海によって隔てられた曲ごとに､方言が分化し､允過しました.

明治の近代社会になって､そのシマ社会か崩蟻していきます.人々は､かつてなか

ったほど自由に移動できるようになりました｡琉球モ回8封七から収17]-を形IJRしていた

那覇には沖縄各地から人々があっまっていましたか､明治以降はさらに多くの人々が

あっまってきました｡それたけではありません｡抑縦中の人々が化叫を求めて､ある

いは学問をLに東京や大阪などの都会にてかけていきました.そして､木上からは役

人､警官､教師､商人､兵士などが沖鰍 こやってきました｡人々はましりあって滋 ら
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すようになりました｡そのときのコミュニケーションの手段として用いられたのは日

本語標準語でした｡宮古も例外ではなく､一般の人々は標準語を聞くことも､話すこ

ともできませんでしたO学校教育が始まり､樺筆語教育がおこなわれました｡

琉球王国時代､地方の役人などに発給した辞令雷などが首里方言でかかれていて､

野里方言が琉球方言内での共通語的な役割をはたしていましたが､子弟教育や学問の

ためのコトバとして首里方言が昇華することはありませんでした｡貴族など-一部の知

汲人たちは中Eg語や口本 語を学び､外交交渉をおこない､貿易をおこないました.中

国語や口本譜でかかれた岱物を読み､多くの知識を身につけましたが､日本や中国な

ど外国のt好物を琉球方言に櫛訳したりしませんでした｡原則として､琉球方言は話し

コトバとしてのみ存在し､かきコトバとして発達することがなかったのです. 琉球の

人々は､明治の近代祉会の道を歩むうえで､琉球方言を近代的な文章語として昇華さ

せるための用意をしてきませんでした｡

沖純爪のばあい､長いあいだ独立の国家をなし､他県に遅れて日本に組み込まれた

ために､急激な日本化がおこなわれました｡そのなかで方言しか話せない人々､ある

いはjTl-I,'の靴りをっよくもち､捺雅語を十分に話せない人々が差別され蔑視されまし

た｡沖靴爪民rIらが方言摸鼠遊動や横弊語のおしつけ教育を推進しました.悪名たか

い ｢h TT41LJもうまれました｡それは宮古でも同じだったことでしょうo

爪戊4人にひとりが亡くなったといわれる沖鈍戦は､6月23日に終結し､米軍によ

る丈配がはじまりました｡南部での軌 1かつづいているあいだにも収容所での学校教

育がはじまりました｡米軍はローマ字教育と英語教育をもくろんだようですが､うま

くいかず､ついで琉球方言による教科書編纂を検討させたようです｡しかし､住民は

日本語による教育をのぞみ､祖国日本とおなじ教科書による教育を推進 しました｡

1972年沖純は日本に復帰しましたOアメリカ統治時代は､パスポー トなしに本土に

いくことはできませんでしたが､復帰後は､自由に行き来できるようになりました｡

本土からもたくさんの人がやってきましたし､さまざまなメディアを通じて標準語に

按する機会がふえてきました｡

琉球王国が崩壊し､日本近代国家へ組み込まれるのにともなって､方言の単一使用

のシマ共同体社会が崩壊し､琉球方言の使用範囲はせばまり､日本語棲準語の使用が

不 可 欠になっていったのです｡
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1.2.危榛に瀕する方言

琉球列島に住む人の数は約 135万人ですが､そのすべての人が方言を話せるわけ

ではありません｡方言､あるいは榛準語の所有の程度は､年齢や生活環境によってさ

まざまです｡琉球王国時代､圧倒的多数の人々は擦準語を聞くことも話すこともでき

ない方言モノリンガルの人々でしたが､明治以降､その人々がだんだん減少 し､戦後

そして本土復帰後は､若者を中心にして､方言を聞くことも話すこともできない擦準

語モノリンガルの人々が増えています｡いまや方言モノリンガルの人を探すのは相当

に困井です｡標準語を聞けるが話せないとか､標準語よりも方言が得意という､方 言

を第一言語とする人々は減少する一方で､危俵的な状況にあることはまちがいありま

せん｡

世界の言語は､学者の数え方にもよるでしょうが､約六千七首ともいわれています ｡

その う ち の 90%の言語 (話し手の人口からみると､10%にも満たない少数民族の

言語)が 来 世 紀 の兼までに消滅すると予測されています｡その存枕の危機に瀬 してい

ている語 の な か に 琉 球方言もふくまれています｡当然､その下位方言である宮古方

言も危俵的な 状 況 に あ ります｡

言語 (方言)が消滅するというのはどういうことでしょうか｡辞典や文 法 1才､ テ 辛

スト､あるいは､カセットテープに言語が登録され､記録されるので はな く､ その 言

語の話者がいなくなり､その言語がいきて使わわれなくなれば､その言 語 は消 滅 した

といっていいでしょう｡

言 語の危挽腔を占うのは､話し手の数ではない｡ 皿 聾 なきめては､子状が駁p7をとし

て 習得しているかどうかであろう｡母語としての 習 得がス トップす ることは､継承

の 糸が切れることであり､繁殖能力のなくな っ た 生 物棚にた とえ る ことができるか

もしれない｡

(勤 r絶滅の迎命にあるtnoribM d｣官 給 ｡ 子 供 が す でに母指として習紺しなくな

った言語｡

② r危鰍 こ瀕 したendangeredJ言語.子供 が まだ母語として習称しているが､

現状のままで比二一世紀末までに①の仲間入りをする可能性があると考えられる苫

E貫∃tlE)O

③ r安泰な safe｣語 ｡将来にわたって確実に話されつづけるだろう昏語｡

(宮田伯人1998r危枝に瀕した言語一崩れゆく語 と文化のエコシステム｣)

- 4-



宮岡伯人1998がいうように､現在の話し手の数は､さほど重要ではありません｡た

とえ人口がすくなくとも､親から子へ､子から孫へと語 や文化の継承がしっかりな

されていれば､その言語や文化はすぐに消滅するようなことはないでしょう｡

現在の宮古諸島に住む人 の々数は､約五万人余ですが､若者たち､すくなくとも子

どもたちは宮古方言を母語 (第-言語)として習得しているようにはおもえません｡

宮古方言は､他の地域の方言にくらべて､比較的若い世代にもよく話されているよう

にもみえますが､それでも例外ではなく､年寄りたちは､子どもたちが方言をはなせ

ない､あるいは､きいて理解できないことをなげいています｡

また､方言をよく記憶する老人といえども､最近では､方言調査で<蝶々>や<ト

ンボ>のような身近な昆虫名の方言形をきいても ｢チョ-チョ-｣ ｢トンボ｣ としか

答えられない人がふえてきました｡こんな言い方をしませんかと､誘導的に質問する

と､自分の親や祖父母がつかっているのを聞いたことがあるとこたえます｡身近な単

語がそうなのですから､伝統的な行事に関する単語､今では使用されなくなった道具

など多くの取語が記憶の底に沈んだままになっているものも多いのですoそして､老

人の他界とともに方言は消滅しつづけているのです｡

コトパはり新℃とともに変化していくのが自然の摂理であり､それをおしとどめるこ

とはできません｡ 方言が生まれ､独自の変化をとげたのは､その地域社会が孤立し､

他の地域との交流が制限されていたからです｡琉球王国時代 (本土の封建時代とおな

じように)の人々は､土地に縛られ､自由に移動することができませんでした｡村落

共同体は､政治的な単位であるだけでなく､祭紀や労働などの単位でもあり､婚姻も

その範囲でおこなわれるのが原則でした｡人々はその村落出身の両親のもとに生まれ､

その村落の人々にかこまれて成長し､その村落出身の配偶者をもとめました｡そして､

そこの方言しか話せませんでした｡閉鎖的な社会のなかでそれぞれの方言が分化し､

変化していきました｡方言をかつてのように維持するということは､そんな社会に逆

もどりすることを意味します｡そんなことは､現代社会のなかでとてもできない相談

です｡

コトバがなくなっていくのには､それなりの理由があります｡かつて方言しか使用

できないために､あるいは､方言耽りの標準語しか使用できなかったために､はげし

い差別をうけた時代がありました｡そのために､方言を使用しなくなっていったのも

ひとっの事実です｡ もうひとつには､使用する価値がない､あるいは価値が小さいか

ら､みんなが方言を使わなくなるということもあるでしょう｡今日のような国際化し
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た社会では､方言よりも英語や中国語のような外国語を話せるようになった方がいい

ともいえます｡しかし､外国語をひとつふたっ話せるだけでなく､自分の故郷の言語

を話せるのは非常にぜいたくなことではないでしょうか｡

二十世紀は戦争と破壊の時代でもありました｡多くの人々が戦災にあい､命をおと

しました.自然破壊も深刻な事態をむかえています｡それだけではありません｡少数

民族が迫害され､マイノリティーの文化も圧迫されました｡その二十世紀がおわろう

としていますが､わずかながら光明もみえてきました｡人々の価値観は大きくかわろ

うとしています｡二一世紀は様々なものが自立し共存する時代になることでしょう｡

マイノリティーの文化や言語もより大きな文化や言語と共存することが可能なはずで

す｡自分の話す言語を自分で決定する､あるいはその権利を保障しなければなりませ

ん｡そのとき､選択肢のひとつとして､自分の生まれ育った土地に団有の言語 (方言)

も含まれるはずです｡百年後､二百年後の子孫が自分の生まれ育った土地のコトバを

話せるようになりたいという ｢言語梅｣を保証しなければならない重い壬任が現在a)

私たちにはあります｡

宮古方言の研究､そして記録､保存には､うしなわれていくものに対する感傷的な

ナショナ リズムからでてくるのではない､普遍的で､かつ多様な意鹿があります｡宮

古方言が消滅の危枚に瀕しているとすれば､将来に禍根をのこさないために､とりく

みが遅きに失することのないように､いま何をしなければならないのか貞剣にかんが

えなければなりません｡

1.3.宮古､琉球列砧､ロ木の史的研究のために

琉球列島は､すくなくとも孤文時代以降､現在にいたるまて､J≡【木本土とのなかい

交流の歴史をもっています｡しかし､先史 時 代 の 宮 古諸仏の過跡からは､削文系 hX'J

も弥生系土器も発見されていませ ん ｡ 宮 古 を ふ く む先払 (営Jr誹･品､八稲山.tJ;･砧の総

称)の先史遺跡からは､フィリ ピ ン や イ ン ド ネ シ アなどとつなかりのある､伯方糸の

遺物が発見されているようです ｡ 先 島 と 沖 鮎 の 交 流かはじまり､先山か木梯的に琉球

文化遜にくみこまれるようにな る の は ､ I 0 - 1 1Ltr紀ごろにはじまるブスク時代に

はいってからのことのようです ｡ 宮 古島 上野 村 伽 のビンザアブ追跡から発火された

人骨は､2万6千年前のものだと推定されて い ま す｡ ですから､それ以前から営相

島に人がすんでいた可能性があります｡
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白熱人類学者の埴原和郎氏によって提唱された日本人の ｢二重構造モデル｣ による

と､1万2千年前から紀元前3世紀までの約 1万年のあいだに､日本列島と琉球列島

には､時代的な､そして地域的な変異がみられるものの､縄文文化と紡一的によばれ

る文化があり､それをになった人々がすんでいましたが､稲作文化と金属器文化をも

った人々が､大陸からまずjけL州にわたり､次いで哉内から列島全域-とひろがって

人々の入荷え､あるいは､混血がすすんでいったとかんがえられています｡列島の南

北では混血がすすまず､純文人的形質を色濃くのこした人々がのこったとされていま

す｡列島の南北とは北海道のアイヌ､東北地方の人々と琉球列島の人々です｡白銀人

類学や迫伝学研究などの成果によると､宮古島の人々とアイヌの人々とのあいだには

偶然とはいえない類似性がみられるそうです｡

日 本 祖 語は弥生時代以降に列島にひろかっていったと推定されていますが､もし､

そうだとして､現在の宮古方言以前に､宮古諸島ではなされていた先住民の基層語は

どんな言語だったのでしょうか｡その基層語の痕跡は､宮古方言の中に保存されてい

ないのでしょうか｡また一方で､後述するように､現在の宮古方言は､奈良時代以前

の机 ､口本譜につながる尊慮を多くのこしているようにみえます｡

n然人類学的にみると､宮古諸島の人々は､組文人的形質を色濃く残し､考古学的

には､相方系の と題文化をもち､言語学的には日本語の古い要素を保つ方言をはなす

人 だ々ったことになります｡いつから､そしてどのようにして日本語の-方言である

宮古方Eirをはなすようになったのでしょう.その宮古方言がはなされる以前にはどん

な言語がはなされていたのでしょうか｡あとから渡来してきた人々が先住民を滅ぼし

てしまったのでしょうか｡それとも少数の人々が言語や文化をはこんできたのでしょ

か｡方言研究者はこの問題の解決にあたらなければなりませんが､考古学や自然人類

学などの諸科学にくらべて方言研究は､まだ十分な力をもっていません｡

宮古方言をふくむ琉球方言と本土方言とのあいだにかなり規則的な対応があり､先

行言語 (基層語)が残り樺のようにしか存在 していないとすれば､琉球方言に先行す

る基層語の研究には高い理論が必要です｡また､考古学､人類学､民俗学など周辺諸

科学の成果にまなびながら､本土諸方言､およびアイヌ語を含む周辺諸言語との詳細

な比較研究も必要になってきます｡

そのためには､宮古方言の基礎語垂はもちろん､地名､熱帯や亜熱帯に固有の動植

物名などを含むたく.さんの語免の収集､すなわち､方言辞典が必要です0本土方言と

対応しない単語のなかに､先住民の基層語につながるものがのこっている可能性があ

るからです｡また､動詞の活用形の拾い出しとその文法的な意味の記述と同時に､テ
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ンス､アスペクト､ボイスなどの文法的なカテゴリーとその文法的な意味の言改巨を動

詞の意味的なタイプごとに研究することが必要です｡従来の学校文法 (カキククケケ

文法)の水準ではなく､最新の現代日本語の文法研究の水準での宮古方言の文法の研

究でなければなりません 周辺詩科学の進歩は､別の分野での思わぬ新しい発見を準

備します｡たとえば､考古学的な逮跡の発掘において適物を収集したあとの土砂は､

以前なら捨てられていましたが､研究の進歩にともなって､その土砂の中から植物の

花粉やイネ科の植物に含まれるプラントオパールをとりだし､人々の食生活や農耕の

有無が確認できるようになってきました｡法医学や病理学､逝伝子工学や生化学など

の研究の発達が人類の系統の研究に多大な成果をもたらすようになりました｡現段階

の言語学は､まだ､日本人 (琉球列島の人々をふくむ)の起源をさぐるうえでの大き

な力になっていませんが､周辺諸科学の成果にまなびながら､詳細に言語資料を集横

し､研究を進展させていければ､日本人と日本文化の起源の解明のために､言語学が

寄与できる日がくるでしょう｡

1.4.日本語の史的研究のために

言語史研究の方法には､文献学的方法と比較再建的方法のふたつがあります｡文献

学的方法は現存する古い文献､木桶､碑文などにのこされたコトバから~謂 史をさぐ

る方法で､文献の年代がある程庇わかるので､汀語史をさぐる碓娼な方法です｡しか

し､文献の数に制限があります｡古くてまとまった資料の柑られる文献は､力感弧､

古番記､日本世紀､竹取物語､源氏物語などの中央のものです｡そして､文献以1'Jl'tの

言語状況をしることはできません｡文献に.7dされたよ吾も当時のu霊'!,;ノl=.漕命休をあら

わしてはいません｡ この文献学的方法だけでは､ijT詔の艦史を脚卯するのIJ卜分ては

ありません｡

その文献学的方法 をおぎなうのか､軸存する方諸やr̀J:7uiを比蚊することによって､

言語史を両班する比較 再建の方法です｡この比牧再畑の方法によって､より机 ､日新℃

の言語を再建するためには､中央語の形啓をあまりうけない､多様なJLtJ辺方諸の比較

研究が必要です｡

鈍文時代から人々かこの日本列島に住んでいたにもかかわらず､日本語は弥側 尉℃

以降に日本にひろかっていったと考えられています｡孤文P尉七に拡大したとするには､

日本語の諸方言は類似性かおおきいからです . 琉 球 方 言 も弥 畦 時 代 巾 秋 以 降にH楓
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語から分岐して､琉球列島に伝播したとおおくの研究者が考えています (分岐したの

ち､ただちに琉球列島に伝播したのか､南九州のどこかに滞在したのちに､琉球列島

にわたってきたのか不明ですが)0

本土方言が絶え間なく中央語の影響にさらされていたのに対して､琉球方言は､な

かいあいだ､孤立して独自の発展をとげてきました｡そのために､本土方言がうしな

い､琉球方言か保存している特徴がおおくあります｡本土方言からのながいあいだの

瓜也､木 bF言との差異のおおささなどを考慮すると､文献以前の日本祖語の再建に

対する琉球方言研究の寄与は､他の日本語諸方言にくらべておおさいものがあります｡

古JE物学などかおしえてくれるように､変異の幅がおおきく､その地域分布がひろい

ほど､比較両地の結論は確実性をましてくるはずです｡

宮古方古は､古代日本語のハ行子音のp音を保存していることがよく知られていま

す｡日本語ではこのp音は､おそくとも平安時代の初期にはすでにうしわれていたと

推定されています｡この古代日本語のp音とならんで､発音のうえで重要なのは､お

おくのn本書uTi諦方富でうしわれた､り行の rゐ､ゑ､を｣とア行の ｢い､え､お｣の

♭覗FJを保〟していることです.宮古方言のばあい､ワ行子音の/W/が/b/に変化

'dることによって､その区別を保存してます｡

文比論的にも､官[11-jJ.iは日本語の音態をあさらかにするうえで､興味深いものが

ありよす｡僻に､助詞の所用については､注目すべきことがありますo平良方言をは

じめとするおおくの宮古方言の動詞の終止形と連体形と連用形の3者は､つぎの文例

にみるように同音形式になっています｡

imkai iki: _a_S_pI_. (海に行って遊ぶ｡)

vvatu as_pl PltO= uran. (お前と遊ぶ人は居ない.)

uklna:nkai asplga ikュ. (沖縄に遊びに行くO)

kanu jarabito= aspl___na. (あの子とは遊ぶな｡)

動詞の終止形､連体形､連用形の3者が同音形式になっていますが､この3者は､

宮古方言の音組的な観点からみてみると､連用形と同音形式になっているのです｡連

用形が､終止形や連体形 (名詞を修飾する形)の役割をはたしているのは､日本語の

動詞の活用形が成立する以前の古い姿をとどめている可能性があるのです｡上村幸雄

1972は､そのことをっぎのようにのべています｡
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おどろくべきことにいわゆる連用形がつぎのようにいいおわりの断定にも､な

かどめにも､連体形にも､また､-∩aをつけて禁止にもつかわれるのである｡

連用形のこのようなっかいかたはおそらく奈良時代の本土方言よりもさらにふ

るい姿をったえているものとおもわれる｡

このような動詞の活用の起源をめぐる見解については､まだ完全な決着をみている

わけではなく､それを実証するためには､さらに詳細な調査が必要で､宮古方言の文

法研究の成果が期待されるところです｡

このように､宮古方言は､日本語のより古い姿 (日本祖語)を解明するうえで頭費

な鍵をにぎる方言のひとつなのです｡

1.5.一般言語学的に見て興味ぶかい宮古方言

宮古大神島方言の10個の子音も､奄美方言の喉魂/非喉頭の対立も､奄芙方言の

7母音 (長 短 1 4母音)も､与那国方言の3母音も､いずれも日本祖語から分岐した

のちの琉 球 方言 内 部 で の変化の結果です.文法的にも語史的に同様の変異が曲ごとに

みられ､ 言 語 変 化 のさまざまな局面を琉球方言の内部にみることができます｡この状

況をガラ パ ゴ ス島になぞらえることができます｡

かって 南アメリカの近くにあったガラ/(ゴス陪由は､何万伴もの相川をかけて ･̂伸

から過ぎかってきましたO陸上動物のおおくが南アメリカのそれと)軽油の判1先番もつ

ものですが､大陸からの脚 をあまりうけずに､砧での独円の地化と､瓜ごとの池化

をとげたのです｡ダーウィンは､このガラパゴス防曲に姓息するゾウガメやフインチ

(.CT.)などの動物たちが由ごとにみせる変児をみて､地化瀧を碓J言しましたO

琉球方言も､日本祖語から分岐したのち､ながいあいだ木 ヒから孤止しながら､I.'b

ごとに独恒の先述をとげてきました｡そのさまがガラパゴス諸仏になぞらえられるの

です｡その斑球方言のなかにあって､官省万富も舛昧深い､泊磐な現象を多くみせる

方言です｡

先にものべたように､大神島方言には､破設音においてrTJ･Jh晋と細田lT･の対立があ

りませんか､アイヌ語にもこの対立はありません｡さらに､周辺諸富語に日をむける

と､-ワイ話語をふくむポリネシア系の言語にも約両の区別をもたないt)のかありま

す｡大神島方言とこれら言語との直接の脚係 はありません｡しかし､大神見方諸では
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かつて酒蔵の区別があったのが､大神島独自の変化の結果､うしわれていったとかん

がえられます｡大神島方言で有声の破裂音がなくなっていった原因やその変化のプロ

セスをつきとめることは､｢ 般 言 語 学 的にみて重要です｡

宮古方言全体にみられる舌先母音/1/は､これまで中舌母音/'1'/と誤認されて

きました｡この母音は､音声的には舌先を歯茎よりの硬口蓋に接近させ､前舌面で摩

擁音 〔S〕 〔Z〕をつくるのとおなじ方法でつくる母音です｡簡単にいうと､摩擦音

〔S〕 〔Z〕が母音として機能するものが舌先母音/1/なのですO大正年間に宮古

括島をおとずれ､方言や歌謡の調査をしたロシアの語 学者､ニコライ ･ネフスキー

は､この音声を 〔p!tu〕<人>､ 〔p!sara〕<平良>のように表記 しまし

た｡このような､母音として機能する､音節主音的な子音 (syllabicconsonant)杏

､巨子音(sem卜consonanL)とよぶことがあります｡言語学､音声学の辞典に半子音の例

として 〔r〕 〔日 があがっていますが､宮古方言にみられる摩擦音 〔S〕 〔Z〕は

見当たりません｡また､伊良部島や多良間鳥の方言にみられる 〔I〕や大神島方言に

みられる 〔日 も半子音として機能することがあります｡この宮古方言にみられる半

子音の例は､ ｣投言語学的に資盛です｡半子音がいかなる原因で生成されるのかをさ

ぐることも｢般言語学的にみて大切です .

このように ｢ 般 言哲学的に見て興味深い現象をおおく提示してくれる宮古方言です

が､宮古方il●が曲ごとに､そして典落ごとにすこしづっちがっていることが､その変

化のプtjセスを解明するための盟重なファクターになっています0日本祖語から分岐

したコトバが琉球列島の､そして宮古諸島の島々にひろがり､そこで定著 し､島ごと

に独自の変化をしていくさまをみていくことによって､言語がいかに変化 していくか

をみることができます｡そのような轍密で詳細な研究を保障してくれるこの状況 (環

境)は､ダーウィンにとってのガラパゴスにも似て､｢般語 学に対する宮古方言研

究の寄与が期待されるところなのです｡

1.6. ｢宮古文学｣の研究 と教育のために

宮古諸島には集配にともなう歌謡が豊富にあります｡狩僕の r祖神に-り｣は､集

落の名IJtgをテーマにした､長大な英雄叙事詩で､本土の紀記歌謡よりも古い形態だと

いわれています｡このような歌謡が宮古諸島各地に豊富にあり､本土では見 られない

宗教儀礼とともに注目をあつめているのは周知のことです｡これらの歌謡をふくむ宮
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~占方言で語られる諺､謎々､民話などの ｢宮古文学｣も､宮古の人々にのこされた貴

重な文化財です｡

外聞守善 ･新里幸昭著 r宮古島の神歌J(1972)は､平良市の狩俣集落にったわる､

｢祖神に-り｣ をはじめとする歌謡を国際音声記号によって表記し､標準語訳したも

のです｡また､おなじく外聞守書 ･新里幸昭の編による r南島歌謡大成 ･宮古編Jは

子守歌や男女の恋愛をうたった叙情歌謡､祭紀にともなう儀礼歌謡など､宮古諸島の

歌謡が網羅されています.

宮古民話の会などの仕事によって宮古の民話はよく収集されているようですし､民

話集も出版されています｡ことわざも吉村玄得著 r宮古ことわざ全集J(1979)､浦崎

安常著 r宮古の便蒙 ･格言J(1981)などがあります｡

祖先の残した､このような口頭伝承による文学作品を理解し､鑑許することによっ

て祖先の思想やものの感じ方､感性にまなぶことができます ｡

われわれが子どものころによく読んでもらったり､聞かせてもらったりしたことの

ある､ ｢白雪姫｣ や rヘンゼルとグレーテル｣ といったグリム蛮話は､ ドイツのグリ

ム兄弟が自分たちの故郷の物語を収集し､巧さ残 したものです.グリム兄弟の仕Tjiに

よって ドイツの一地方の物語が世界中の子どもたちに知られるようになったのです｡

グリム缶詰には普遍的なテーマ､面白さがありますが､同じような内容､あるいは効

果がえられるのであれば､なにもとおい国の物語をよむことはありません｡宮古の子

どもたちにとって身近な作品がいいはずです｡

そのとき､ 捺 準 語 訳 された作品だけでつi足りるでしょうか｡文学作一誌は､微妙な感

性や表現の妙 を 読 み 取 る こ とによってはじめてrtの瑚 牢に到iilできるのだとお･い ､鼓

す｡たしかに ､ 今 の 子 ど も た ちは､方言を知りません.しかし､おさないF･ともたち

は､何度も読 み REfか せ を う け る うちに物語を栄えてしか 1ます｡そんな(-どもたr)に

すぐれた内容 の 物 語 を 両 故 や 祖 父 母がことばの意味を救えながら､何皮も何度も品'uy

聞かせることに よ っ て ､ 子 ど もたちは方正を党え､物JTuL出井のFiかにはいっrいくこ

とができるで し ょ う.そういう方法によってしか祖先の瓜イ如､を感じることはできな

いはずですo自分たちが伝えられたように､今皮はそれを戸眺たらに伝えることが必

要なのではないてしょうか｡方言がわからないたろうといって､Fとt)たらの､こと

ばを理解し､記憶する能力を過少評価してはいないでしょうか｡R.iて挑み聞かせら

れる両親や祖父母が今ならまだまだいます｡

子どもや若者たちが自分の力でそんな物語を読みたいとおもったときのために､そ

のような原話テキストには､唐傘語訳をつけ､古典文学食塊なとにみられるJT.細な 語
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注､解説をっける作業が必要です｡今なら簡単につけることのできる注や語釈 も､百

年後､二百年後には相当に困難な仕事になっているでしょうし､万葉集やおもろさう

しのように未詳語のおおいものになってしまいます｡その仕事は文学研究者のもので

もありますが､方言研究者も協力しなければなりません｡方言研究の成果が貢献でき

る場でもあります｡ロシアの言語学者ネフスキーは77年前に宮古島をおとずれ､歌

謡､ことわざ､なぞなぞ､民話などを収集し､訳 (この場合ロシア語訳)をつけ､注

と解説をつけました｡ r宮古のフォークロア3 (ニコライ ･ネフスキー著､狩俣繁久

･ 玉 城 政 美 ･敬川弟砂 ･高江畠榔振子･渡久山由紀子 ･支倉隆子訳､砂子屋書房)もそ

んな仕事のひとつですO

宮古文学の継承と教育も大切です｡日本人がまなぶべき教養として古事記や万葉集､

蔽氏物語､徒然草などの古典文学を学校教育のなかでとりあげるのと同じように､宮

古の子どもたちに郷土の文学を教えることも大切です｡沖縄県教職員組合が編集 した

｢琉球の文学一高校生のための副読本｣や中学生のための琉球文学の副読本があって､

机下の学校で生徒たちに配付されています.それとおなじように､宮古地区の生徒の

ための ｢宮fキ文学｣の教材の開発とその教育方法の開発も必要です｡戦後生まれの若

い教師がふえ､その教師自身が方言をしらず､琉球文学の素養がないまま､次世代へ

の紗 如く危ぶまれ､新たな指導方法の確立が望まれています.いまならまだ､方言を

よく知るベテランの叔師がいて､若い教師と十緒に教材開発や指導方法を確立するこ

とができるはずです｡

1.7.宮古方言を話せ るようにな りたい人のために

英語や中国語､ ドイツ語やフランス語といった大言語のばあい､言語研究は､その

言語の語学教育におおきく寄与します｡それは､少数民族の言語や方言についても同

じです｡方言をはなせない世代､あるいは､余所から移住してきた人々がその土地の

コトバを理解し､話せるようになりたいという要求に対して､入門的なテキス トが必

要です｡かつて､方言が蔑視されていたころには考えられないことですが､方言が消

えてなくなろうとすることが明白になってきたためか､沖縄本島では方言をはなせる

ようになりたいという人のためのさまざまな活動がおこなわれてくるようになってき

ました｡

糸満市では役所を訪れるお年寄りとの円滑なコミュニケーションがはかれるように
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するという目的で､窓口を担当する若い職員のために方言講座をひらきました｡琉球

新報社のカルチャーセンターで方言講座の誇師を16年間勤められた伊狩典子さんが

入門的なテキストを発行しました｡そのほかに､玉城椎美著 rマンガから学ぶウチナ

-グチJ(1997)､船津好明著 r美しい沖縄の方言J(1988)のような入門哲もすでに出

版されていますが､いずれも沖鈍中南部方言を対象にしたものです｡宮古方言にも本

格的な入門書が必要です｡まったく話せない人のための入門的なテキストにはじまっ

て､中級編､上級編のテキストが用意されていなければならないでしょう｡ また､ 学

習者のためのオーディオリンガルの教材としてのカセットテープやビデオも準備して

おく必 要があります｡欲をいえば､伊良部島､多良間島､池間島､大神島など､ 鳥 ご

と､あるいは市町村毎に欲しいものです｡

封建的な社会で自由に移動することができず､人々が土地に縛られて暮らしていた

時 代 に は ､ 方言の習得は家庭や地域のなかで無意識に行われていましたが､社会の変

化 と と も に ､ そ のような条件がかならずLも満たされないとすれば､今後は外国語を

ま な ぶ よ う に 方 言 を身につけていかざるをえな い で し ょ う ｡ そのためには､外国語の

語 学 教 材 と お な じ よ うなテキストが必要 に な り ま す . 方 言 辞 gtlはここで も必要なもの

で す . そ の ため の 方 言辞典は､単な る 語 顛 銀 的 な もので は な く､さまざまなm法ごと

に 生 理 さ れ た用 例 の 豊 富なもので な くて は な り ま せ ん ｡

辞 典 や 語 簸 集 の お お く は､ 単 語 を 言己録 したもので す ｡ r今 IhJ仁方言辞赴Jには例文

が 豊 吉 な の で ､ 文 の 記 録 と し て も す ぐれ て い ま す が ､ 他 のお お くの辞典や語掛 は耶

語 だ け か ､ あ る いは ､ わ ず か な 例 文 が のっ て い る だ け で す . 動詞や形'Jii別､t.ilJ.亨uJなど

に は 例 文 か 必 要 で す O 騨 語 が 常 に 文 のな か に 存 推 して い る と-H tは､Y,ニーijにも､とり

わ け 抽 象 的 な 意 味 を あ ら わ す 名 詞 ､ 形 式 名 詞 に は 例 文 が Jru TJ欠ですO よた､多品..1,Lの

ば あ いは ､ そ の 意 味 ご と に 例 文 か 必 婆 で す ｡ 鮒 と 梯 竹富riとて多銭J.Lの瓜味の'R

現 の し か たが か な ら ず L も お な じで は な く ､ そ の意 味 の'j!別に他の朋 だtのむうひつ

き 方 や 文 の 構 造 が ふ か く関 わ っ て い る こ と か あ る か ら で す｡それだけでなく､適切な

例 文 は ､ 方 言 が す たれ て い く な か で ､ そ のコ トパ のつ か い方を知 るうえで比-Ttなもの

で す ｡

方 謝 の 編 暮 と お な じ よ う に ､ 文 法 古 の拐 某 も 111.%iです｡研究 抑 こよる'i/ltJ-jTi',r

に 関 す る 文 法 研 究 の 論 文 か な い わ け で は あ り ま せ ん か ､rITJ-r帆 J･:を中心にした沖粗 い

南 部 諸 方 富 の は あ いに く ら へ る と ､ 不 卜分 で す ｡ 将 来 ､IA'古の人 々か臼分の生まれ(-T

っ た土 地 の 方 言 を つ か いたく な っ たと き ､ そ の方 吉 か かな り変宇;しているか､あるい

は ､ 消 滅 して し ま っ て いて も ､ し っ か り と した辞 典 と文法lIIかあれば､ある程度の会
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話能力や読解能力を保障することはできます｡しかし､首里､那覇の方言をふ くめ､

復元できるようなレベルでの文法研究にはまだ到達していません｡

標準語との似通いがおおい分だけ､文法的にも標準語の影響がおおきいし､伝統的

な方言の変容ははげしいのです.文法曹の編纂は､もっとも急がなければならない仕

切のひとつです｡

宮古方言を話せるようになりたいという目的で方言をまなぶ人々のためには､読み

物も必要です｡伝統的な文学だけでなく､方言で詩をかいたり､戯曲を創作 したり､

あたらしい試みの文学も必要でしょう｡いろいろなもの (科学的な読み物や随筆など)

を方言に軒訳してみることも必要ですo手紙の書き方､挨拶のしかたなど､さまざま

な場面で宮古方言が使用されることを想定して､たくさんのテキストを用意する必要

があります ｡ すなわち､宮古方言の言文一致連動です｡宮古方言を表記するための表

記法 も確 立 させなければなりません｡

宮 古 方 言をふくめ ､ 琉 球 方 言は本土方言とのあいだに､発音上も､文法上も規則的

な 対 応 関 係 がある の で ､ 日 本語樺撃語を第-言語 (母語)にする人々にとって､琉球

方 t-･: (宮 古 万 富も)を習得するのは､他の外国語を習得するのにくらべてはるかに容

切 な は ず で す. その好条件をいかせば､宮古方言の継承は､まったく不可能ではない

はず です｡そして､方語をおしえてくれる大勢の ｢教師｣がまだまだ健在なのですo

1.8.文化としての宮古方言の記録保存

方言が地方の人 の々生活現象や思想を表現し､伝達する道具である以上､その方言

の言己録保存は､純粋に言語学的な目的だけでなされるものではありません｡過去の人

の々知識の総体を記録したものとして､その社会と人々の生活､そして歴史を反映す

る文化財として方言を後世にのこさなければなりません｡そのためにも辞典の編集は

頚重な役割をもっています｡

宮古方 言のはあい､辞典の編纂という点では他の琉球方言にくらべておくれていま

す ｡八重山諸島には､宮良嘗壮著 r̂ 垂山語褒j(1930)があります.沖縄本島には､

沖純中南部を代表する首里の士族の方言を記録した国立国語研究所編 『沖縄語辞典』

(1964)があります｡中山 (首里)と対立し､沖粗本島の北半分を支配していた北山の

居城今帰仁城のある今帰仁村の方言を記録した仲宗根政善書 『沖縄今帰仁方言辞典J

(1983)があります｡奄美大島には､大和村の方言を記録した長田須磨､須山名保子編
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著 r奄美方言分類辞典J上下巻(1977,198-0)があります｡いずれも1万5千語前後の

単語が収録されている辞典です｡琉球列島のよっつの諸島のうち､宮古諸島を除く､.

おおさな島には 且冊づつの大辞典があります｡その他におおくの語免集が刊行されて

います｡ふるくは岩倉市郎著 r喜界島方言集J(1941)､最新は他聞苗著 r与那国コト

バ辞典J(1998)があります｡いずれも発音記号を使用しているカ＼発音吾己号との対帆

蓑が設けられています｡ r石垣方言辞典 (収称)∫､ r渡名喜島方醐 (仮称)∫､

r伊是名島方言辞典 (収称)J､ r与論島方言辞典 (仮称)Jなども刊行準備中ですo

いずれも方言研究者の協力があり､言語学的な検討がくわえられた1万 5千語程度の

本格的な砕料 こなる予定で､例文もおおく掲載されると聞いていますo

それでは､宮古方言はどうなっているのでしょう｡下地⊥秋著 r宮古群島語辞典J

(1979)､平山輝男編著 r琉球宮古諸島方言の基礎語嚢の抱合的研究J(1983)などがあ

りますが､ 1万語以上の語崇を収録 した本格的な辞典はありません｡宮古方言も仮名

文字では昏きあらわせない発音がたくさんあります.国際音声記号での表音己が必要で

すが､仮名文字との対風表があれば､かならず Lも国際音声記号でなければならない

わけではありません｡いろいろな人が独自に仮名文字表記法を考案していますが､宮

古方言を表記するために､もっとも適切な仮名文字表記法をふくむ､宮古方言の正岱

法の確立と普及が必要です｡

既刊の本格的な方言辞典に匹敵するような宮古方許辞典の刊行計画も井閲にしてき

きません｡他県に比較して棚 な方言辞典のおおい琉球方言ですが､宮古方言には

そんな苫桃 がこれまでありませんでした｡宮占h iIにも足非とも欲しいものですQそ

れは研究省のためだけではなく､宮古の人 の々ためにも､そして､火水の 仁保のため

にも必資なものなのです.

さまざまな習帆や風俗がすたれ､かつて使用した比只などが博物恥や幣料仰などで

しかみられなくなってきている雛 ､方言を雌聯掛こただ山 l換えただけのものでは

なく､意味のpl誠Eのしかたにも工夫が必要ですo民只の方l7;名の才血圧には､その膨儲

や使用方法､その部分の名称などがIu?d述されなければなりませんし､催物名には､食

用になるのか､その調理方法､季節や唾付状況､非jT]になるとすれば､その効価など

を3改さすることが大切でしょうO生活様式や労働のすべての曲にわたる戊桁班的な紀

述を備えることがますます兎婆になってきますし､挿絵や写fLなどとともにしめすこ

と も必要でしょう｡有料糊 と国語辞典の両方の性格を備えたng舌紺的1必要なので

す ｡

科 学 技 術の進歩にとt)ない､安価で操作性にすくれた柑織成諒がててきましたOパ
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ソコンを利用した馬子方言砕料 こしあげることも可能です.昆虫や植物などはカラー

写炎とともに提示することができます｡芸能などはもちろん､民具などほ､それを使

用しているさまをビデオで録画して提示することもできます｡いまのうちに方言を録

音し､その音声情報と文字情報を′り コン上でつないでお桝ま､方言音声を再現 しな

がら辞典をよむことができます｡さまざまな観点からの検索も自由です｡その電子方

言韓鞄をインターネットにつなげば､どこからでも利用できるようになります.宮古

方言の本格的な辞典がこれまで刊行されていないのは残念なことですが､逆に､21

世紀にむけて理想的な辞典を耕 することが可能です.

いま､もっともいそがなければならないことは何でしょう｡ パソコンなどの情報機

掛 こ入力すべき方言そのものの情報が消滅の危機にあります｡その語象の収集がもっ

とも緊急な仕事なのではないでしょうか｡うえにのべたような大量で､かつ詳細な方

言を収娘し､それに民俗誌的な雷改Eをおこなうには民俗研究者はもちろんですが､何

といっても､地元の､伝統的な生活のなかでゆたかな生活経験と知識をもっている人

々が自らのうまれそだった土地のコトバを書己述するのが一番ですo F沖縄今帰仁方言

辞典IJの仲宗税政沓ように､著者自らが十級の方言研究者で､自らの故郷の方言を記

述した辞兆もありますが､ r沖縄語辞典Jには首里出身の島袋盛敏の稿本をもとに

叫時別立国語研究所の所員だった上村幸雄 (琉球大学名誉教授)が専門の立場から登

和してできあがったものですo r奄美方言分類辞典Jも､大和村出身の長田須磨さん

に､本上の出身の匁山名保子､藤井美佐子さんという研究者が協力してできたもので

す｡しかし､方言差のおおきい島ごとに､その島出身の方言研究者をもとめることは

不可能です｡そして､いま若い研究者を養成しているあいだにも方言はうしなわれて

いっているのです｡

方言の記録 ･保存と継承は､ある特定の個人のためのものではなく､その地元に現

在すんでいる人々と､将来そこに住むことになるであろう人々のためのものであると

すれば､地元市町村の行政的な援助が必要です｡

以上のように､方言研究には､さまざまな目的､多様な意義があります｡方言研究

は､単に方言研究者だけのためのものではありません｡琉球列島の珊瑚礁が世界的に

みて負重な自然であり､飛野高山の合掌作りの家並が世界遺産であるように､宮古方

言も､もちろん､宮古にうまれそだった人々にとって大切なコトバですが､世界的に

みても貴重な文化財なのですQ
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